
申問　：問い合わせ　　：申し込み　

　
９
月
１
日
㈮
か
ら
３
日
㈰
ま
で

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
う
「
え

な
の
木
、
も
り
の
木
、
き
に
な
る

木
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
展
す
る
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
▽
一
般
の
部
＝
市
内
に

在
住
か
在
学
、
在
勤
の
方
　
▽
こ

ど
も
の
部
＝
市
内
の
小
中
学
校
に

在
学
す
る
児
童
と
生
徒

□
部
門
　
▽
木
工
作
品
（
一
般
の

部
、
こ
ど
も
の
部
）
＝
作
品
は
一

辺
が
１
８
０
㌢
以
内
　
▽
木
材
活

用
ア
イ
デ
ア
部
門
＝
木
材
の
新
た

な
活
用
方
法
を
、
８
０
０
字
程
度

の
文
章
か
最
大
Ａ
３
判
ま
で
の
絵

や
写
真
で
表
現

□
申
し
込
み
方
法
　
林
政
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
む
か
、
❶
コ
ン

テ
ス
ト
部
門
名
❷
作
品
名
❸
住
所

❹
氏
名
❺
年
齢
❻
電
話
番
号
―
を

明
記
し
て
電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
。

※
応
募
用
紙
は
林
政
課
や
各
振
興

事
務
所
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（htt

p://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）

で
入
手
で
き
ま
す

□
締
め
切
り
　
８
月
３０
日
㈬

申
・
問
　
林
政
課（
西
庁
舎
３
階
、

内
線
３
６
１
）、
糸rinsei@

cit
y.ena.lg.jp

　
９
月
１
日
㈮
か
ら
３
日
㈰
ま
で

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
う
「
恵

那
発
明
く
ふ
う
展
」
に
出
展
す
る

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
普
段
の
生

活
の
中
で
思
い
付
い
た
、
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
や
発
明
を
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

□
部
門
　
一
般
の
部
、
児
童
生
徒

の
部
、
児
童
生
徒
の
絵
画
の
部
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
部

□
申
し
込
み
方
法
　
▽
一
般
の

部
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
部
＝
商
工
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
む
　
▽

児
童
生
徒
＝
学
校
を
通
じ
て
申
し

込
む

□
締
め
切
り
　
８
月
３０
日
㈬

申
・
問
　
商
工
課（
西
庁
舎
３
階
、

内
線
３
９
５
）

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ー

サ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
シ
ー

サ
ー
は
沖
縄
で
魔
除
け
と
し
て
、

玄
関
や
屋
根
に
飾
っ
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
作
っ
た
シ
ー
サ
ー
は
１０
月
８
日

㈰
に
行
う
登
り
窯
フ
ェ
ア
で
焼
成

し
ま
す
。
初
心
者
の
方
で
も
簡
単

に
作
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈰
▽
午
前
の

部
＝
午
前
１０
時
～
正
午
　
▽
午
後

の
部
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
各
回
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
作
品
の
引
渡
し
　
１０
月
下
旬

□
締
め
切
り
　
８
月
１２
日
㈯

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ

ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
、
金

曜
日
休
館
）

　
１０
月
８
日
㈰
に
行
わ
れ
る
登
り

窯
フ
ェ
ア
で
焼
く
、
酒
器
と
ぐ
い

呑
み
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
登
り
窯

な
ら
で
は
の
味
わ
い
の
あ
る
作
品

に
仕
上
が
り
ま
す
。
講
師
が
丁
寧

に
指
導
し
ま
す
の
で
、
初
め
て
の

方
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
気
軽

に
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２０
日
㈰
　
▽
午
前

の
部
＝
午
前
１０
時
～
正
午
　
▽
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
各
回
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
作
品
の
引
渡
し
　
１０
月
下
旬

□
締
め
切
り
　
８
月
１９
日
㈯

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ

ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
、
金

曜
日
休
館
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
臨
時
的

任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
保
育
教
諭

□
定
員
　
若
干
名

□
受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
、
幼

稚
園
教
諭
免
許
、
普
通
運
転
免
許

の
あ
る
方

□
勤
務
先
　
東
野
こ
ど
も
園

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
８
３
１

０
円
／
日
（
通
勤
手
当
あ
り
）　

▽
勤
務
時
間
＝
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時※
勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
は
相
談

に
応
じ
ま
す

□
雇
用
期
間
　
９
月
１
日
～
平
成

３０
年
３
月
３１
日

※
雇
用
期
間
満
了
後
も
更
新
可
能

で
す

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
資

格
証
明
書
を
添
え
て
、
幼
児
教
育

課
へ
持
参
す
る
。

□
受
付
期
間
　
８
月
７
日
㈪
～
２１

日
㈪
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

申
・
問
　
幼
児
教
育
課
（
西
庁
舎

４
階
、
内
線
４
３
３
）

　
県
発
明
協
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
発
明
に
興
味
の

あ
る
方
、
発
明
を
し
て
み
た
い
方

は
、
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
商
工
課
（
内
線
３
９
５
）

　
名
古
屋
国
税
局
で
は
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
受
験
資
格
　
平
成
２９
年
４
月
１

日
を
基
準
に
し
て
、
大
学
な
ど
を

卒
業
し
た
日
か
大
学
院
の
課
程
な

ど
を
修
了
し
た
日
の
う
ち
、
最
も

古
い
日
か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経

過
し
た
者
。

□
試
験
日
　
１
次
試
験
＝
１０
月
１

日
㈰
　

□
申
し
込
み
方
法
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.jinji-shi

ken.go.jp/juken.htm
l

）
か

ら
申
し
込
む
。

※
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
申
し
込
み
が
で

き
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い□
受
付
期
間
　
８
月
４
日
㈮
午
前

９
時
～
８
月
１７
日
㈭
受
信
有
効

申
・
問
　
名
古
屋
国
税
局
総
務
部

人
事
第
二
課
試
験
係
志
０
５
２

―
９
５
１
―
３
５
１
１
（
内
線

３
４
５
０
）

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
治
療
中
の

方
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
講
演

会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
不
安
を
軽
減
し
、

安
心
し
た
在
宅
療
養
生
活
を
送
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

□
と
き
　
９
月
１
日
㈮
午
後
２
時

～
３
時
半
（
午
後
１
時
半
か
ら
受

け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
対
象
者
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
療

養
者
と
そ
の
家
族

□
内
容
　
❶
講
話
　
▽
演
題
＝

「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
食
生
活
」　

▽
講
師
＝
県
恵
那
保
健
所
管
理
栄

養
士
　
❷
交
流
会

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
む
。

□
申
し
込
み
期
限
　
８
月
２４
日
㈭

申
・
問
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線

２
６
２
）

　
７
月
３０
日
㈰
か
ら
８
月
８
日
㈫

ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
オ
ー

キ
ー
地
区
に
、
市
内
の
中
学
生
１９

人
と
恵
那
農
業
高
校
生
３
人
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
帰
国
後
、
派

遣
さ
れ
た
生
徒
た
ち
が
研
修
で
得

た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
場

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２０
日
㈰
午
後
１
時

半
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ

ー
（
長
島
町
）　

問
　
市
国
際
交
流
協
会
志
２
６
―

１
８
６
８

難
病
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

案
内

　今年は夢の超特急列車開通まで、あと１０年という節目の年です。「読むだけですっきりわかる」
シリーズの著者、後藤武士氏を講師に迎え、リニア効果を最大限に生かしたまちづくりのヒントがつ

かめるような講演会を、恵那商工会議所と共同で開催します。リニ
ア中央新幹線は、中津川市に岐阜県唯一の駅、車両基地（工場）が
整備され、さまざまな経済効果が期待されています。
　地域の発展のためには市民と行政、事業者が連携して魅力を発信
し、来訪者を増やす工夫が必要です。この講演会で「１０年後の恵
那市のにぎわい」を想像し、まちづくりを考えるきっかけにしてみ
ませんか。
□とき　８月２９日㈫午後７時
□ところ　恵那文化センター
□講師　後藤武士氏（作家・教育評論家、市観光協会顧問）
□料金　無料
□その他　申し込みは不要です。
　　　　　　　　　　　　　問　リニアまちづくり課（内線２４４）

リニアまちづくり講演会

聴くだけですっきりわかるリニアの効果

恵
那
発
明
く
ふ
う
展
に
出

展
す
る
作
品

募
集

登
り
窯
で
焼
く
作
品
作
り

の
参
加
者

発
明
協
会
の
会
員

木
工
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
展

す
る
作
品

保
育
教
諭
の
臨
時
職
員

国
税
局
・
税
務
署
の
職
員

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
事

業
帰
国
報
告
会

シ
ー
サ
ー
作
り
の
参
加
者

▲現地の学生と交流する

▲講師の後藤武士氏

▲迫力あるシーサーを作る

▲酒器とぐい呑み２個
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　

医療機関名 受付時間 予約申し込み

恵那ファミリークリニック
志２０-１８００

月～水、金曜日 午前９時～正午、午後３時半～７時
月～水、金曜日＝午前９時～
正午、午後４時～７時木曜日 午前９時～正午

土曜日 午前９時～午後１時

恵那メモリアルクリニック
志２５-７５００

月～水、金曜日 午前９時～１１時半、午後３時～６時
予約不要

木、土曜日 午前９時～１１時半
市立恵那病院
志２０-１６５７

月、火、木、金
曜日 午後１時～３時 月～金曜日＝午後２時～４時

半
国保上矢作病院
志４７-２２１１

月～金曜日 午前９時～午後４時 予約不要

林外科内科
志２６-５１５５

月～水、金曜日 午前９時～正午、午後３時～６時
予約不要

木、土曜日 午前９時～正午

森川クリニック
志２６-２２２２

月～水、金曜日 午前９時～１１時半、午後４時～５時半
▷月～水、金曜日＝午前８時半
～午後５時半　▷木、土曜日＝
午前８時半～午後 0時半木、土曜日 午前９時～１１時半

山田診療所
志５４-２５０５

月曜日 午後１時～５時半
予約不要火、水、金曜日 午前８時～１１時半、午後３時半～５時半

土曜日 午前８時～１１時半

□とき　８月２１日㈪～９月２日㈯
□対象　市内に住民票がある４０歳以上の方（年
齢は平成２９年４月１日現在）
※妊娠中の方や妊娠の可能性がある方は受けられ
ません

□内容　腕のレントゲン検査
□料金　５００円（２回目からは実費）
□検査実施機関　下記の指定医療機関で実施（予
約が必要な医療機関があります）
　　健幸推進課（内線２９１）

骨粗しょう症予防のため骨密度検査を受けませんか

□
と
き
　
９
月
１３
日
㈬
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時
（
午
前
９
時
か
ら

受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ

ア
ー
Ｇ
）

□
対
象
　
屋
外
広
告
物
の
表
示
や

掲
出
物
件
の
設
置
に
関
す
る
業
務

に
従
事
す
る
方
か
従
事
し
よ
う
と

す
る
方

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
講
習
課

程
の
一
部
免
除
者
は
１
８
０
０

円
）

※
テ
キ
ス
ト「
屋
外
広
告
の
知
識
」

は
有
料
、
当
日
販
売
あ
り

□
申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
請

書
を
郵
送
か
持
参
す
る
。

※
申
請
書
は
県
都
市
政
策
課
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
、
県
広
告
美
術
業
協

同
組
合
の
窓
口
で
入
手
で
き
ま
す

□
申
込
期
限
　
８
月
３１
日
㈭
（
当

日
消
印
有
効
）

申
・
問
　
〒
５
０
０
―
８
１
５
４

岐
阜
市
木
ノ
下
町
５
―
２
１
―

１
県
広
告
美
術
業
協
同
組
合
志

０
５
８
―
２
４
５
―
４
４
７
２

申
・
問
　
〒
５
０
０
―
８
５
７
０

岐
阜
市
藪
田
南
２
―
１
―
１
県
都

市
建
築
部
都
市
政
策
課
志
０
５
８

―
２
７
２
―
８
６
４
８

　
野
生
鳥
獣
個
体
数
調
整
な
ど
を

行
う
、
狩
猟
者
と
な
る
た
め
の
狩

猟
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

□
狩
猟
免
許
の
種
類
　
第
一
種
銃

猟
免
許
、
第
二
種
銃
猟
免
許
、
網

猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許

□
と
き
　
９
月
９
日
㈯
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
岐
阜
大
学
応
用
生
物

科
学
部
棟

□
料
金
　
▽
新
規
＝
５
２
０
０
円

▽
一
部
免
除
者
＝
３
９
０
０
円

※
申
し
込
み
の
際
に
収
入
証
紙
で

で
納
付

□
内
容
　
知
識
試
験
、筆
記
試
験
、

技
能
試
験

□
申
込
期
間
　
８
月
１０
日
㈭
～
２５

日
㈮

□
そ
の
他
　
申
込
書
な
ど
は
市
役

所
林
政
課
（
西
庁
舎
３
階
）
で
入

手
で
き
ま
す
。

申
・
問
　
恵
那
県
事
務
所
環
境

課
志
２
６
―
１
１
１
１（
内
線

２
１
６
）

　
森
林
の
状
況
把
握
と
資
源
管
理

を
す
る
た
め
、
森
林
の
立
木
を
伐

採
す
る
に
は
「
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
」
を
林
政
課
へ
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
各
種

条
件
や
届
け
出
が
不
要
な
土
地
も

あ
り
ま
す
の
で
、
立
木
の
伐
採
を

考
え
て
い
る
方
は
林
政
課
へ
相
談

く
だ
さ
い
。

　
森
林
で
太
陽
光
発
電
な
ど
の
開

発
を
行
う
場
合
に
は
、
規
模
に

よ
っ
て
は
県
へ
林
地
開
発
許
可
申

請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
開
発
の
制

限
が
掛
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
　
林
政
課（
西
庁
舎
３
階
、

内
線
３
６
３
）

問
　
恵
那
農
林
事
務
所
森
林
保
全

課
志
０
５
７
３
―
２
６
―
１
１
１

１
（
内
線
３
１
４
）

　
市
で
は
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
防
止
対
策
と
し
て
、

集
落
単
位
で
設
置
す
る
電
気
牧
柵

や
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
へ
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
集

落
で
獣
害
防
止
柵
の
設
置
を
考
え

て
い
る
方
は
、
購
入
す
る
前
に
相

談
く
だ
さ
い
。

□
対
象
地
域
　
集
落
単
位
で
の
電

気
牧
柵
な
ど
設
置
を
行
う
こ
と
が

可
能
な
地
域

※
対
象
農
家
数
３
戸
以
上
、
公
共

性
が
認
め
ら
れ
る
場
合

□
補
助
率
　
総
資
材
費
の
３
分
の

１
以
内

※
人
件
費
や
テ
ス
タ
ー
、
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
は
補
助
対
象
外

□
申
請
方
法
　
集
落
を
事
業
主
体

と
し
、
集
落
の
代
表
者
が
申
請
す

る
。

申
・
問
　
林
政
課（
西
庁
舎
３
階
、

内
線
３
６
３
）

　
健
康
用
具
の
レ
ン
タ
ル
事
業
に

投
資
を
す
れ
ば
毎
月
高
利
の
配
当

金
が
得
ら
れ
る
と
勧
誘
し
、
高
額

な
事
業
提
携
契
約
の
販
売
を
す
る

事
業
者
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
庁
が
こ
う
し
た
預
託
商

法
は
事
業
実
態
が
疑
わ
し
い
と
い

う
こ
と
で
、
営
業
停
止
処
分
を
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約

の
名
称
を
変
え
て
営
業
を
続
け
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
月
々
に
配
当
金
収
入
が

あ
っ
て
も
、
事
業
が
破
綻
す
れ
ば

投
資
し
た
お
金
は
返
っ
て
こ
な
く

な
り
ま
す
。
高
額
な
契
約
に
つ
い

て
は
慎
重
に
判
断
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

問
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
志
２
６

―
２
１
３
１

　
ダ
ム
湖
を
船
で
巡
る
巡
視
体
験

や
ダ
ム
の
堤
体
の
見
学
、
魚
の
放

流
体
験
、
ミ
ニ
新
幹
線
乗
車
、
カ

ヌ
ー
体
験
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２６
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
阿
木
川
ダ
ム
入
口
広

場問
　
阿
木
川
ダ
ム
管
理
所
志
２
５

―
５
２
９
５

獣
害
防
止
柵
設
置
費
用
の

一
部
補
助

福祉手当の現況届を提出してください
　次の手当を受給している方は、期間内に現況届を提出してください。案内は本人宛に郵送します。
□手当ての種類　特別児童扶養手当、障害児福祉手当、特別障害者手当
□提出期間　８月１４日㈪～９月１１日㈪
□提出先　社会福祉課、恵那南部振興事務所
問　社会福祉課（西庁舎１階・内線１８１）

【福祉手当制度】※前年中の所得額により支給されないことがあります
名称 手当（月額） 対象 担当課

特別児童

扶養手当

１級５１,４５０円
２級３４,２７０円

精神または身体に法令で定める程度（おおむね身体障害者手帳１、
２級か療育手帳Ａ１～Ｂ１程度）の障がいを有する２０歳未満の在
宅の児童を養育している方

社会福祉課
障がい福祉係

障害児

福祉手当
１４,５８０円 精神または身体に法令で定める程度の重度の障がいがあるため、日

常生活で常時の介護を要する２０歳未満の在宅の障がい児の方

特別障害

者手当
２６,８１０円 精神または身体に法令で定める程度の重度の障がいがあるため、日

常生活で常時の介護を要する２０歳以上の在宅の障がい者の方

森
林
の
伐
採
に
は
届
け
出

が
必
要

屋
外
広
告
物
の
講
習
会

預
託
金
ビ
ジ
ネ
ス
に
注
意

狩
猟
免
許
試
験
の
開
催

案
内

阿
木
川
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

問

▲堤体内を見学する
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　

　
各
地
で
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会

や
祭
り
な
ど
多
数
の
人
が
集
ま
る

催
し
で
、屋
台
な
ど
を
開
設
し
て
、

火
気
器
具
（
コ
ン
ロ
、
発
電
機
な

ど
）
を
使
用
す
る
場
合
は
、
原
則

一
店
に
つ
き
１
本
の
消
火
器
を
準

備
し
、
取
り
扱
い
方
法
を
十
分
理

解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
主
催
者
は
事
前
に
、
近
く
の
消

防
署
へ「
露
店
等
の
開
設
届
出
書
」

の
届
出
が
必
要
で
す
。

□
火
災
予
防
厳
守
事
項

❶
電
気
コ
ン
セ
ン
ト
の
タ
コ
足
配

線
は
し
な
い
。

❷
火
気
器
具
な
ど
の
周
囲
に
は
可

燃
物
を
放
置
せ
ず
、
常
に
整
理
整

頓
を
心
掛
け
る
。

❸
液
化
石
油
ガ
ス
の
使
用
方
法

・
ボ
ン
ベ
は
火
気
か
ら
離
れ
た
直

射
日
光
の
当
た
ら
な
い
通
気
性
の

良
い
場
所
に
設
置
し
、
チ
ェ
ー
ン

や
ロ
ー
プ
な
ど
で
転
倒
防
止
を
す

る
こ
と
。

・
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
適
正
な
長
さ
で
、

ひ
び
割
れ
な
ど
の
劣
化
が
な
い
専

用
の
も
の
を
使
用
す
る
。
火
気
器

具
な
ど
へ
は
確
実
に
接
続
し
、
ゴ

ム
ホ
ー
ス
は
バ
ン
ド
で
固
定
す
る

こ
と
。

❹
発
電
機
な
ど
で
使
用
す
る
燃
料

（
ガ
ソ
リ
ン
）
の
取
り
扱
い
は
、

細
心
の
注
意
を
払
い
、
厳
重
に
管

理
す
る
。

・
燃
料
を
容
器
で
貯
蔵
し
取
り
扱

う
場
合
は
、
火
気
と
の
安
全
な
距

離
を
保
つ
。

・
可
燃
性
蒸
気
、
静
電
気
に
よ
る

火
災
発
生
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
燃
料
を
補
給
す
る
場
合
は
、
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
行
う
こ
と
。

❺
火
災
な
ど
を
発
生
さ
せ
た
場
合

は
初
期
消
火
に
努
め
、
速
や
か
に

消
防
署
へ
通
報
す
る
。

問
　
恵
那
消
防
署
志
２
６
―

０
１
１
９
、
岩
村
消
防
署
志
４
３

―
０
１
１
９
、
明
智
消
防
署
志

５
５
―
０
１
１
９
、
上
矢
作
分
署

志
４
７
―
０
１
１
９

食中毒に注意しましょう！

露
天
で
火
を
使
う
と
き
は

必
ず
消
火
器
を
準
備
し
て

食中毒警報発令は以下の条件が 1つ以上該当するときです。

・気温３０度以上が１０時間以上継続したとき、またはそれが予想されるとき
・湿度９０㌫以上が２４時間以上継続したとき、またはそれが予想されるとき
・２４時間以内に急激に気温が上昇して、その差が１０度以上を超えたとき、またはそれが予想さ
れるときなど
※発令された警報は、発令時から４８時間継続し、その後は自動的に解除されます

　食中毒予防の基本は手洗いです。調理や食事の前、生肉や魚を扱った後、トイレの後などは必ず石
けんで手を洗いましょう。特に汚れの落ちにくい指の間や指先、爪、手首などは入念に洗いましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　健幸推進課（内線２８４）

細菌をつけない

　調理や食事の前には、石け
んでしっかりと手を洗う。調
理器具は
肉、魚、
野菜用な
ど区別す
る。

細菌を増やさない 細菌をやっつける

　料理はできたてを食べる。
冷蔵庫は１０度以下に保ち、
ドアの開閉
は少なくす
る。調理中
の食品を放
置しない。

　食品を加熱するときは、中
心部まで加熱。使用した調理
器具は殺菌
と消毒をし
て、十分に
乾 燥 さ せ
る。

M

　
岐
阜
大
学
児
童
文
化
人
形
劇
研

究
会
「
コ
ロ
ッ
ポ
」
が
や
っ
て
き

ま
す
。
登
場
す
る
人
形
や
舞
台
、

演
目
の
内
容
も
学
生
の
手
作
り
で

す
。
コ
ロ
ッ
ポ
の
力
作
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
２２
日
㈫
午
後
６
時

半
（
開
場
は
午
後
６
時
）

□
と
こ
ろ
　
山
岡
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料

□
演
目
　
み
ん
な
で
手
あ
ら
い
う

が
い
、
お
や
す
み
大
事
、
な
ん
で

も
か
ん
で
も
人
形
劇

問
　
生
涯
学
習
課（
内
線
４
７
５
）

　
初
め
て
の
子
ど
も
の
出
生
を
迎

え
る
夫
婦
を
対
象
に
、
パ
パ
マ
マ

学
級
を
開
催
し
ま
す
。

　
学
級
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

の
話
を
聞
い
た
り
、
沐
浴
の
仕
方

な
ど
を
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２０
日
㈰
午
前
１０
時

～
（
午
前
９
時
半
か
ら
受
け
付
け

開
始
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
者
　
平
成
２９
年
１１
月
、
１２

月
に
第
１
子
出
生
を
迎
え
る
夫
婦

※
対
象
者
に
は
別
途
案
内
を
送
付

し
ま
す

□
講
師
　
堀
春
美
保
健
師
（
元
小

学
校
教
諭
）

問
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
７

１
）

　
県
恵
那
保
健
所
で
は
生
活
問
題

や
借
金
、
病
気
、
勤
務
問
題
、
家

族
問
題
な
ど
に
よ
る
心
配
事
に
関

し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

と
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２４
日
㈭
、
９
月
２２

日
㈮
、
平
成
３０
年
３
月
６
日
㈫
午

後
１
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
総
合
庁
舎

□
定
員
　
３
人
／
日
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
申
し
込
み
方
法
　
各
回
１
週
間

前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む
。

申
・
問
　
恵
那
保
健
所
健
康
増
進

課
志
２
６
―
１
１
１
１
（
内
線
２

６
２
）

法
律
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

パ
パ
マ
マ
学
級

岐
阜
大
学
児
童
文
化
人
形

劇
研
究
会
の
公
演

お
わ
び
と
訂
正

　
本
紙
７
月
１５
日
号
４
㌻
に
掲
載

し
た
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
８
月
の

催
し
「
三
学
の
ま
ち
講
座
特
別
講

座
」
の
開
催
時
間
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
午
後
７
時
か

ら
開
催
し
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

８月１日からヘルプマークのストラップの配布を開始します

　県では「岐阜県障害のある人もない人も共に生きる清流の国づくり条例」の施行を踏まえ、「人に
やさしい岐阜県づくり」の一環としてヘルプマークを導入し、８月１日より配布を開始します。

□配布開始日　８月１日㈫
□配布場所　市役所社会福祉課、各振興事務所、恵那県
事務所福祉課、各県事務所福祉課、県庁障害福祉課
□配布条件　

❶希望される方に、一人につき１個を無償で配布します。
❷配布にあたり、障害者手帳、身分証明書などの提示や
申請書類などの提出は不要です。
❸家族や支援者などの代理人による受け取りも可能で
す。
❹配布は各窓口のみで、郵送による配布は行いません。
　　　　　　問　社会福祉課（西庁舎１階、内線１８１）

　義足や人工関節を利用している方、
内部障がいや難病の方、妊娠初期の方
など、援助や配慮を
必要としている方々
が、バッグなどに身
につけることで、周
囲の方に手助けを必
要とすることや「見
えない障がい」への
理解を求めるもので
す。

　見た目には分らなくても、援助や配慮を必要としています。手助けを求められた場合は「思い
やりのある行動」をお願いします。
・電車、バスの中でマークの利用者を見かけたら、席をお譲
りください。
・駅や商業施設などで困っているマークの利用者を見かけた
ら、声を掛けるなどの配慮をお願いします。
・災害時は、マークの利用者が安全に避難するための支援を
お願いします。
・裏面には必要な支援を記載したシールが貼ってある場合が
あります。

ヘルプマークとは？

ヘルプマークを見かけたら

食中毒警報が発令されるときは…

食中毒予防の三原則

案
内
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